
６月２０日、虹の松原（唐津市）において、ＮＰＯ法人唐津環境防災推進機構（ＫＡＮＮＥ）主催による「虹の松原クリーン大作戦」が実施され、
唐津市経済観光部、唐津市内の高校、中学校、一般ボランティア等が参加しました。
佐賀森林管理署からは、白石署長、植薄地域林政調整官、志戸森林官（家族で参加）も一般参加者に交じって参加し汗を流しました。

当署から参加した３名は、現地へ到着後作業の準備をして受付へ向かうと、主催者のＫＡＮＮＥ 西脇理事長が参加者に声をかけながら
迎えられていました。受付を済ませて早速作業に入り、はじめに地表の落枝と松ぼっくりをかき集めった後、松葉かきを行いました。

ボランティア活動によく参加している方に話を伺うと、「毎年このボランティア活動に参加している、この松原を守りたい。」と話を聞かせて
いただきました。なるほど松葉かきは手慣れたものでした。

今回の作業箇所（約１ヘクタール）は、２年程作業が空いた箇所ということもあり、松葉も多く雑草等の侵入もありましたが、参加者の手に
よって作業が進むにつれ白砂が見えるようになり、ボランティア活動の成果が見えてきました。

本日のクリーン大作戦に参加して、地元唐津市民をはじめ多くの方の支えによって維持されていると感じました。当署としても今後も「虹
の松原再生・保全」に取り組んでいくこととしています。

～ ＮＰＯ法人 唐津環境防災推進機構主催 ボランティア活動（松葉かき）に職員３名が参加 ～

松葉かきの様子

虹の松原クリーン大作戦！ ボランティア活動に参加

集めた 松葉白石佐賀森林管理署長（中央）も参加して松葉かき



【 ボランティア活動に参加した 白石署長 】 【 ボランティア活動に参加した 植薄地域林政調整官 】

【 ボランティア活動に参加した 志戸森林官 】 【 参加者によって集められた 松葉 】


